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天草の石橋めぐり

施無畏橋
せ む い

熊
本
県
指
定
文
化
財

山
口
の
施
無
畏
橋

附
架
橋
碑

指
定
年
月
日

平
成
18
年
５
月
29
日

管

理

者

天
草
市
・
無
畏
庵

施
無
畏
橋
は
、
染
岳
登
山
口
に
あ
る
曹
洞
宗
の
無
畏
庵
の
参
道
と
し

て
明
治
15
年(

１
８
８
２)

に
架
け
ら
れ
た
眼
鏡
橋
で
、
下
浦
石
を
使
用
し

て
い
る
。
口
伝
で
は
、
明
治
４
年(

１
８
７
１)

に
第
一
回
目
の
眼
鏡
橋
が

出
来
上
が
っ
た
が
、
そ
の
後
崩
れ
落
ち
、
再
建
し
た
も
の
が
現
在
の
施

無
畏
橋
と
言
わ
れ
て
い
る
。

橋
は
単
一
ア
ー
チ
で
、
橋
長
２
２
・
７
３
ｍ
、
橋
幅
３
・
２
４
ｍ
、
径
間

１
２
・
１
４

ｍ
、
侠
矢
３
・
０
３

ｍ
。
橋
に
は
高
欄
が
設
け
ら
れ
撥
型
の

き
ょ
う
し

ば
ち

束
石
に
手
摺
石
を
載
せ
て
い
る
。
全
体
的
に
壁
石
が
薄
く
、
特
に
ア
ー

つ
か
い
し

て

す

り

チ
中
央
部
は
、
輪
石
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、

昭
和
50
年
に
市
指
定
、
平
成
18
年
に
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
無
畏
庵
の
門
柱
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
架
橋
碑
か
ら
は
、
建

造
年
号
、
世
話
役
、
石
工
、
寄
付
者
の
名
前
な
ど
を
読
み
取
る
事
が
で

き
る
。
天
草
の
石
橋
で
は
架
橋
碑
が
現
存
し
て
い
る
橋
が
極
め
て
少
な

い
こ
と
か
ら
、
架
橋
碑
が
現
存
し
、
そ
の
碑
文
か
ら
多
く
の
情
報
が
得

ら
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
施
無
畏
橋
は
貴
重
な
石
橋
で
あ
る
。

平
成
20
年
３
月

天
草
市
教
育
委
員
会
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熊
本
県
指
定
文
化
財

楠
浦
の
眼
鏡
橋

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年
五
月
二
十
九
日

楠
浦
の
眼
鏡
橋
は
、
楠
浦
と
宮
地(

現
在
の
新
和

町)

と
を
結
ぶ
た
め
に
方
原
川
に
架
け
ら
れ
た
石
橋

で
あ
る
。
架
橋
に
尽
力
し
た
の
は
第
一
三
代
楠
浦
村

庄
屋
宗
像
堅
固
で
、
明
治
十
一(

１
８
７
８)

年
に
完
成

し
た
。
石
材
は
下
浦
石
と
い
う
、
地
元
天
草
の
加
工

し
や
す
い
砂
岩
で
、
石
工
は
下
浦
の
松
次
、
打
田
の

紋
次
、
足
場
組
枠
大
工
は
楠
浦
の
和
田
茂
七
で
あ
る
。

楠
浦
の
眼
鏡
橋
は
、
橋
全
体
が
緩
や
か
な
ア
ー
チ

を
え
が
い
て
お
り
、
ほ
か
の
石
橋
に
比
べ
て
壁
石
が

薄
く
、
特
に
ア
ー
チ
中
央
部
は
壁
石
が
な
く
輪
石
の

み
と
い
う
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
姿
は
優
美
だ

が
大
変
堅
牢
な
橋
で
あ
る
。
ま
た
周
囲
の
田
園
風
景

と
よ
く
調
和
し
、
特
に
楠
浦
諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭

に
神
幸
行
列
が
橋
を
渡
る
様
子
は
壮
観
で
あ
る
。

天
草
市
教
育
委
員
会
・
天
草
市
楠
浦
地
区
振
興
会

楠浦の眼鏡橋

所在地 天草市楠浦町

架橋 明治11年（1878）

長さ 17.6m 橋幅 3.7m
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市ノ瀬橋

天
草
市
指
定
文
化
財

市
ノ
瀬
橋
と
石
碑

指
定
年
月
日

昭
和
59
年
1
月
9
日

管
理
者

天
草
市

こ
の
石
橋
は
太
鼓
型
め
が
ね
橋
で
、
橋
長
22.2

ｍ
、

橋
幅
4.6

ｍ
あ
る
。
明
治
15
年
4
月
最
初
の
橋
が
架

け
ら
れ
た
が
明
治
19
年
7
月
洪
水
に
よ
り
倒
壊
、

そ
の
後
の
再
建
年
代
は
不
詳
。
地
元
長
老
の
話
で

は
富
岡
線
の
県
道
と
と
も
に
完
成
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
明
治
23
～
4
年
頃
と
思
わ
れ
る
。
石

碑
の
表
に
は
何
も
刻
ま
れ
て
い
な
い
が
裏
に
は
世

話
人
た
る
佐
藤
信
邦
外
、
石
工
、
大
工
等
の
指
名

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

天
草
市
教
育
委
員
会

所在地 天草市本町下河内

河 川 広瀬川

特 徴 架橋当時の姿で、自動車が通る現役橋
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轟 橋
とどろき

天
草
市
指
定
文
化
財

轟
橋指

定
年
月
日

昭
和
56
年
1
月
20
日

所

有

者

熊
本
県

轟
橋
は
大
正
三
年
三
月
に
一
町
田
～
福
連

木
間
の
県
道
工
事
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。

下
浦
石
と
呼
ば
れ
る
砂
岩
を
用
い
た
ア
ー
チ

式
石
橋
で
、
橋
長
は
12.5
ｍ
、
ス
パ
ン
は
9.25
ｍ
で

あ
る
。

昭
和
四
十
三
年
の
県
道
改
修
に
伴
い
、
幅

員
拡
幅
、
補
強
を
目
的
と
し
て
下
流
側
に
鉄

筋
橋
が
増
設
さ
れ
現
在
の
姿
と
な
っ
た
が
、

今
田
川
と
一
体
と
な
っ
た
石
橋
の
景
観
は
天

草
屈
指
の
美
し
さ
で
あ
る
。

平
成
21
年
3
月天

草
市
教
育
委
員
会

所在地 天草市河浦町今田

河 川 今田川

特 徴 石橋の上に、コンクリートで補強しているので、上からは石橋と

分からない。しかし、下に降りると峡谷の中に美しいアーチ橋が

がマッチしている。
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芦刈橋

所在地 天草市河浦町

河 川 今田川

架橋年 大正三（1914）年 轟橋と同時期

サイズ 橋長 16.6ｍ 橋幅 4.9ｍ

特 徴 芦刈橋は、轟橋の上流約１㎞のところにある。

県道35号線から宮地岳へ至る291号線の交差点の所。ただし、石橋

の上はコンクリート橋で拡幅補強されているため、目立たない。

標柱もない。
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志安橋

天
草
市
指
定
文
化
財

志
安
橋

指
定
年
月
日

平
成
5
年
3
月
22
日

志
安
橋
は
、
亀
場
か
ら
枦
宇
土
へ
の
往
還

道
で
亀
川
の
支
流
「
宇
土
川
」
に
架
か
る
石

橋
で
あ
る
。
橋
の
形
式
は
、
緩
や
か
な
ア
ー

チ
を
描
く
太
鼓
型
の
眼
鏡
橋
で
、
長
さ
8.8

ｍ
、

径
間
7.1
ｍ
、
幅
3
ｍ
で
あ
り
、
天
草
に
残
る
石

橋
の
中
で
は
小
規
模
な
が
ら
、
痛
み
も
少
な

く
、
保
存
状
態
は
よ
い
。
石
材
は
砂
岩
で
あ

り
、
地
元
天
草
の
石
を
使
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

架
橋
の
発
起
人
等
は
不
明
だ
が
、
架
橋
年

代
は
「
明
治
十
五
年
暮
秋
」
、
石
工
は
「
大

塚
光
治
、
横
山
為
吉
、
大
塚
芳
太
郎
、
同
要

太
郎
、
同
孫
市
」
と
い
う
事
が
わ
か
る
。

平
成
23
年
1
月

天
草
市
教
育
委
員
会

所在地 天草市亀場町食場

河 川 宇土川（亀川の支流）

特 徴 大きな橋でもなく、国道から離れたところにあるので、

目立たないが、里道橋として、現在でも立派に住民の役

にたっている。
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無量寺参道橋

天
草
市
指
定
文
化
財

眼

鏡

橋

指
定
年
月
日

昭
和
50
年
6
月
10
日

所

有

者

天
草
市

天
草
・
島
原
の
乱
（
１
６
３
７
年
）

の
後
、

天
草
の
民
心
の
安
定
の
た
め
建
立
さ
れ
た
浄

土
宗
無
量
寺
の
山
門
に
つ
な
が
る
参
道
の
吉

辺
川
に
架
か
る
石
橋
で
、
昔
か
ら
「
寺
橋
」
、

「
欄
干
橋
」
呼
ば
れ
て
い
る
。

建
立
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
建
立
時
期
は

享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
五
）
と
推
定
さ
れ

る
。
橋
に
は
宝
珠
が
つ
い
て
い
る
が
、
こ
れ

は
格
式
あ
る
寺
院
に
の
み
許
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

平
成
21
年
３
月

天
草
市
教
育
委
員
会

所在地 天草市久玉町

河 川 久玉川（吉辺川）

サイズ 橋長 10.4ｍ 橋幅 2.8ｍ

特 徴 案内板には、架橋年が享保年間とあるが、当時の橋は木造だったと思え

る。当時はまだ石橋の技術はなかったと思えるからだ。ちなみに『石橋

は生きている』山口祐造著には、架橋年代を幕末頃（1862年前後）として

いる。橋の新しさからいってもこちらが妥当だろう。



58

平尾橋

所在地 天草市楠浦町方原

河川 方原川

サイズ 橋長 11.1ｍ 橋幅 4.3ｍ

架橋年 明治43（1910）年

特徴

平尾橋も、上部がコンクリートで拡幅・補強してあるので、意識して

いないと、通り過ぎる。

標識もない。

石橋の多くが楕円だが、この橋は正円に近い。
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国照寺の石橋
苓北町志岐

架橋年月 不明

長さ 5ｍ

幅 3.6ｍ

金性寺の石橋
上天草市松島町教良木

架橋年月 不明

長さ 3.8ｍ

幅 ３ｍ

馬場の石橋
天草市五和町御領馬場

架橋年月 江戸時代中期（推定）

長さ 4ｍ

幅 2.7ｍ

高さ 2.1ｍ

径間 3.2ｍ

蓮河橋
はすかわ

天草市枦宇土町

架橋年月 明治34（1901）年頃

長さ 15ｍ

幅 7ｍ

小
さ
い
が
私
も
立
派
な
石
橋




